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　 今 日、 新 幹 線 は 私 た ち の 生 活 に お い て 重 要 な 地 位 を 占 め る。 新 幹 線 の 開 通 に よ
り 地 方 が 活 性 化 す る と 思 わ れ が ち だ が、 実 際 に は ス ト ロ ー 効 果 と い う 「交 通 ア ク
セ ス の 改 善 に と も な う 時 間 距 離 の 短 縮 に よ っ て、 地 方 圏 か ら 大 都 市 圏 へ の 人 口 や
購 買 力 が 吸 引 さ れ る 動 き」( 豊 田 ,2009:p146) が 現 れ て 地 域 間 格 差 が 拡 大 し て い る。
　 新 幹 線 開 通 に は 地 方 の 活 性 化 が 期 待 さ れ る と と も に あ ま り 知 ら れ て い な い
“ 影 ” が 存 在 す る こ と に 興 味 を 持 ち、 こ の テ ー マ を 選 択 し た。
　 ス ト ロ ー 効 果 が 実 際 に 存 在 す る の か を 統 計 デ ー タ か ら 検 証 し、 ス ト ロ ー 効 果 の
実 態 を 示 す こ と を 本 論 文 の 目 的 と す る。
第 1 章　日本の地域間格差の現状
　 地 域 間 格 差 と は、「1 人 当 た り の 県 民 所 得」 で 示 さ れ る 1 人 当 た り 平 均 分 配 所
得 の 格 差、 労 働 生 産 性 i の 格 差 　( 生 産 面 で の 格 差 ) の 2 つ で 表 す こ と が で き る。
県 民 所 得 と は、「属 人 概 念 ii に 対 応 し、 資 本 や 労 働 と い っ た 生 産 要 素 の 所 得」( 黒
田・田 渕・中 村 , 2008:p174) の こ と で あ る。1 人 当 た り の 県 民 所 得 は ① 式 で 表 さ れ、
東 京 都 は 1 人 当 た り の 県 民 所 得 が 全 都 道 府 県 で 最 も 高 い。
1 人 当 た り の 県 民 所 得 ＝ 　 　 　 　 ＝ 　 　 　 　 × 　 　 　 　 × 　 　 　 　.... ①
労 働 生 産 性 の 格 差 ( 生 産 面 で の 格 差 ) と は、 生 産 所 得 ( 付 加 価 値 ) と い う 属 地 概
念 iii に 対 応 し、 生 産 要 素 を 用 い た 生 産 活 動 の 結 果、 地 域 に 生 じ る 所 得 の 格 差 の こ
と で あ る。 東 京 大 都 市 圏 の 近 郊 都 市 は、 市 内 総 生 産 が 市 民 総 生 産 を 大 き く 下 回 っ













　 東 京 一 極 集 中 が 進 行 し て い る 主 な 原 因 は 3 つ 考 え ら れ る。 第 一 に、首 都 東 京 へ
の 集 中 は あ る 程 度 必 然 的 な 動 き で あ っ た こ と。 第 二 に、 戦 後 の 経 済 成 長 が 大 方 の
予 想 を は る か に 上 回 る ス ピ ー ド で 進 ん だ こ と。 第 三 に、 中 央 主 導 に よ る 地 方 分 散
策 に 対 し て 当 初 予 期 し た 効 果 を 挙 げ ら れ な か っ た こ と で あ る。
　 で は、 鉄 道 ・ 新 幹 線 は ど の よ う に 発 展 し、 東 京 一 極 集 中 に 影 響 を 与 え た の だ ろ
う か。 イ ギ リ ス で 鉄 道 が 生 ま れ て か ら 約 半 世 紀 後 の 1872 年 （明 治 4 年） に 日 本
に 初 め て 鉄 道 が 開 通 し、 蒸 気 機 関 車 が 新 橋 ― 横 浜 間 を 走 っ た。 諸 外 国 同 様 に、 一
度 に 大 量 の 人 や 貨 物 を 輸 送 で き る 手 段 が 生 ま れ る こ と で、 人 々 の 生 活 は 大 き く 変
わ っ て い っ た。 そ し て 新 幹 線 は、1964 年 に 東 海 道 新 幹 線 が 開 通 し、 ひ か り が 3
時 間 10 分、 こ だ ま が 4 時 間 で 2 大 都 市 ( 東 京 と 大 阪 ) を 結 び、 日 本 の ラ イ フ ス
タ イ ル に 大 き な 変 革 を も た ら し た。 そ し て 現 在 に 至 る ま で 新 幹 線 の 技 術 は 年 々 進
化 し、最 高 時 速 が 大 幅 に 変 化 し た。 東 京 ～ 新 大 阪 間 の 最 短 所 要 時 間 で 比 較 す る と、
1960 年 に は 6 時 間、1964 年 に は 4 時 間、2015 年 に は 2 時 間 22 分 と 推 移 し て い
る。 時 速 の 変 化 も ス ト ロ ー 効 果 を 生 み 出 す 要 因 と 考 え ら れ る。
第 3 章　交通機関の発達による影響
　 以 下 で は 2015 年 に お け る 飛 行 機 の 基 礎 状 況 ( 羽 田 - 山 形 県 , 羽 田 - 秋 田 県 iv) を
表 3-1-1、 平 成 14 年 度 に お け る 山 形 新 幹 線 ・ 秋 田 新 幹 線 ・ 北 陸 新 幹 線 の 基 礎 状 況
を 表 3-1-2 に ま と め、 新 幹 線 と 飛 行 機 の 相 違 点 を 考 察 し た。
表 3-1-1　2015 年 の 飛 行 機 の 基 礎 状 況 ( 羽 田 - 山 形 県 , 羽 田 - 秋 田 県 )
山 形 空 港 秋 田 空 港
最短時間 １時間 １時間５分
観 光 地 へ の 移 動 時 間
バ ス で 山 形 市 内 ま で 25 分、
山 形 駅 ま で 35 分
秋 田 空 港 か ら 乗 合 タ ク シ ー で
角 館 ま で 60 分、 田 沢 湖 ま で
95 分
運 行 本 数 ( 往 復 / 日 ) 　2 　9
輸 送 能 力 ( 人 / 日 )v 　304 　2970
出 典 ： 山 形 空 港、 秋 田 空 港、JAL ホ ー ム ペ ー ジ 参 考 　 筆 者 作 成
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 表 3-1-2　 山 形 ・ 秋 田 ・ 北 陸 新 幹 線 に 係 る 基 礎 状 況
山 形 新 幹 線 
( 東 京 - 山 形 - 新 庄 )
秋 田 新 幹 線 
( 東 京 ― 秋 田 )
北 陸 新 幹 線 
( 東 京 ― 長 野 )
新 幹 線 開 業 開 始 年 月 1992 年 7 月 1997 年 3 月 1997 年 10 月
東 京 か ら の 距 離 (km) 421( 山 形 ま で ) 663 222
東 京 か ら の 最 短 時 間 3 時 間 7 分
( 山 形 ま で )
3 時 間 49 分 1 時 間 19 分
運 行 本 数 ( 往 復 / 日 ) 16 15 21
輸 送 能 力 ( 人 / 日 ) 12,200 10,100 26,500
滞 在 可 能 時 間 ( 始 / 終 発 ) 約 9 時 間 約 8 時 間 約 12 時 間
国 土 交 通 省 「広 域 ブ ロ ッ ク 自 立 施 策 等 推 進 調 査」 図 表 4-1 参 考 　 筆 者 作 成
　 表 3-1-1、 表 3-1-2 よ り、 新 幹 線 と 飛 行 機 の 相 違 点 を 以 下 の よ う に 考 察 し た。 新
幹 線 が 優 位 な 点 は、 駅 が 観 光 地 に 近 く 利 便 性 が 高 い 点 ・ 運 行 本 数 が 多 い 点 ・ 輸 送
可 能 人 員 が 圧 倒 的 に 多 い 点 の 3 つ が 挙 げ ら れ る。 逆 に、 飛 行 機 が 優 位 な 点 は、 空
港 で 他 の 交 通 機 関 に 乗 り 換 え を し て も 所 要 時 間 が 短 い 点 で あ る。
　 ま た、 飛 行 機 で 結 ば れ て い な い 東 京 - 長 野 間 を 通 る 北 陸 新 幹 線 は 他 の 2 つ の 新
幹 線 よ り も 運 行 本 数 が 多 い と い う こ と、 羽 田 - 秋 田 空 港 間 の 方 が 羽 田 - 山 形 空 港
間 よ り も 運 行 本 数 が 多 い と い う こ と も 分 か っ た。 秋 田 県 へ は 飛 行 機 を 使 っ て 行 く
人 が 多 い と 考 え ら れ る。
　 以 上 の 3 つ の 新 幹 線 の 開 業 効 果 を 観 光 関 連 分 野、 商 工 業 機 能、 農 林 水 産 業 に 分
け て 以 下 に ま と め た。
　 観 光 関 連 分 野 で は、 観 光 客 数 の 増 加 や 観 光 ル ー ト の 策 定 や 旅 行 商 品 開 発 が 活 発
化 と い っ た プ ラ ス の 効 果、 観 光 客 の 日 帰 り 化 や 新 幹 線 沿 線 内 外 で 観 光 の 効 果 の 明
暗 が 分 か れ る と い っ た マ イ ナ ス の 効 果 が 見 ら れ た。
　 商 工 業 機 能 等 の 集 積 動 向 で は、 新 幹 線 駅 の 整 備 ・ 発 展、 宿 泊 施 設 の 増 強 と い う
プ ラ ス の 効 果、 新 幹 線 駅 周 辺 地 域 と そ の 他 の 地 域 で 商 業 ・ サ ー ビ ス 機 能 の 売 上 格
差 が 生 じ る と い う マ イ ナ ス の 効 果 が 見 ら れ た。
　 そ し て 農 林 水 産 業 関 連 分 野 で は、 農 林 資 源 の 高 付 加 価 値 化 や 特 産 品 の 開 発 ・
PR、 生 産 者 と 消 費 者 の 意 識 的 距 離 が 縮 ま る と い っ た プ ラ ス の 効 果、 新 幹 線 ル ー
ト と そ れ 以 外 の 地 域 の 温 度 差 が 生 ま れ た と い う マ イ ナ ス の 効 果 が 見 ら れ た。
　 つ ま り、 新 幹 線 の 開 業 は、 観 光 客 数 の 増 加 や 新 幹 線 駅 の 整 備 ・ 発 展、 特 産 物 の
開 発 ・PR の 開 始 と い う プ ラ ス の 効 果 だ け で な く、 全 分 野 に お い て、 新 幹 線 駅 周
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辺 地 域 と そ の 他 の 地 域 で の 売 上 格 差 や 温 度 差 が 生 ま れ る マ イ ナ ス の 効 果 が 見 ら れ
る こ と が 分 か っ た。 ま た、 北 陸 新 幹 線 沿 線 で は、 観 光 客 の 日 帰 り 化 と い う マ イ ナ
ス の 効 果 が 見 ら れ た。
　 以 上 の 北 陸 新 幹 線 で 現 れ た 効 果 が ス ト ロ ー 効 果 と い う 「交 通 ア ク セ ス の 改 善 に
と も な う 時 間 距 離 の 短 縮 に よ っ て、 地 方 圏 か ら 大 都 市 圏 へ の 人 口 や 購 買 力 が 吸 引
さ れ る 動 き」( 豊 田 , 2009:p146) の こ と な の か ど う か を 以 下 第 4 章 で 数 値 を 基 に
検 証 し て み る。
第 4 章　長野県におけるストロー効果の現状
　 人 口 増 減 に は 主 に 自 然 増 減 と 社 会 増 減 と い う 2 つ の 要 因 が あ る vi。 自 然 増 減 と
は 出 生 数 か ら 死 亡 数 を 差 し 引 い た も の で あ り、社 会 増 減 と は 転 入 数 vii か ら 転 出 数
viii を 差 し 引 い た も の で あ る。 ス ト ロ ー 効 果 を 検 証 す る た め に ま ず、 長 野 県 全 体 の
社 会 動 態 を 見 て み る。2010( 平 成 22) 年 の 長 野 県 に お け る 県 外 か ら の 転 入 者 数 は
35,232 人、 県 外 へ の 転 出 者 数 は 39,843 人 で 4,611 人 の 転 出 超 過 で あ り、10 年 連
続 で 社 会 動 態 減 と な っ て い る。
　 で は、 長 野 県 で ス ト ロ ー 効 果 が ど れ だ け 深 刻 な 問 題 で あ る か を 長 野 県 の ス ト
ロ ー 効 果 に 関 す る 小 野 政 一 ・ 浅 野 光 行 「高 速 交 通 機 関 が も た ら す ス ト ロ ー 効 果 に
関 す る 影 響」 を 参 考 に、 そ の 効 果 を 検 証 す る。
①労働力の流出
  こ こ で 述 べ る 労 働 力 の 流 出 と は、 常 住 地 は そ の ま ま で 従 業 地 の み 変 更 し た 場 合
を 指 す。 南 関 東 ( 東 京 ・ 神 奈 川 ・ 千 葉 ) で 就 業 者 数 を 常 住 市 町 村 別 で 見 て み る。
1990 年 の 各 地 の 南 関 東 就 業 者 数 を 100( 基 準 値 ) と し て 各 年 の 割 合 を 出 す と、 新
幹 線 沿 線 の 市 町 ( 長 野 市、 上 田 市、 佐 久 市、 軽 井 沢 町 ) は 100 を 上 回 っ て い る の
に 対 し、 新 幹 線 非 沿 線 の 市 は 100 を 下 回 っ て い る。 こ の こ と か ら、 新 幹 線 沿 線
か ら 多 く の 人 が 南 関 東 へ 通 勤 す る と い う 流 出 が 読 み 取 れ る。
②企業の流出
　 新 幹 線 開 業 で 関 東 圏 か ら 容 易 に 出 張 で き る こ と か ら、 支 店 ・ 出 張 所 の 減 少 が 心
配 さ れ た が、 実 際 に は 長 野 新 幹 線 駅 の 支 社 事 業 所 数 は 増 加 し て い る。 一 方 で 非 沿
線 は 減 少 し て い る。 こ の こ と か ら、 新 幹 線 の 駅 が 存 在 す る と い う こ と は 支 社 の 維
持 ・ 開 業 に と っ て 非 常 に 重 要 な 要 素 で あ る こ と を 意 味 し て い る。 し か し、 長 野 市
で は、 長 野 新 幹 線 が 開 業 し た 年 を 含 む 期 間 に 若 干 減 少 し て お り、 新 幹 線 駅 で も 全
く ス ト ロ ー 効 果 が な い と は 言 え な い。 ま た、 長 野 県 全 体 の 事 業 所 数 を 比 較 す る





　 主 要 観 光 地 ( 長 野 市 の 善 光 寺、山 ノ 内 町 の 志 賀 高 原、小 諸 市 の 懐 古 園 の 3 ヶ 所 )
の 事 例 を 見 て み る。 善 光 寺 と 軽 井 沢 高 原 の 観 光 客 は 1997 年 以 降、 常 に 1996 年
の 観 光 客 数 を 上 回 っ て お り、 堅 調 に 推 移 し て い る。 そ れ に 対 し て 志 賀 高 原 と 懐 古
園 は 1997 年 以 降、常 に 1996 年 の 観 光 客 数 を 下 回 っ て お り 観 光 客 の 減 少 が 著 し い。
　 続 い て、 主 要 温 泉 地 （上 田 市 の 別 所 温 泉、 千 曲 市 の 戸 倉 上 山 田 温 泉、 山 内 町 の
湯 田 中 渋 温 泉 の 3 ヶ 所） の 観 光 客 数 を 見 て み る。 別 所 温 泉 は 1997 年 以 降、 常 に
1996 年 の 観 光 客 数 を 上 回 っ て お り、 戸 倉 上 山 田 温 泉 と 湯 田 中 渋 温 泉 は 1997 年
以 降、 常 に 1996 年 の 観 光 客 数 を 下 回 っ て い る。 観 光 客 数 は 新 幹 線 駅 沿 線 で は 増
加 し、 非 沿 線 で は 減 少 し て い る。 こ の こ と で 長 野 新 幹 線 が 観 光 に 好 影 響 を 与 え て
い る こ と が 改 め て 裏 付 け ら れ た。
　
④人口の流出
　 長 野 新 幹 線 沿 線 で の 人 口 移 動 の 長 野 市 は 長 野 新 幹 線 開 業 以 来、 社 会 減 少 の 傾 向
が 続 い て お り、 毎 年 約 1000 人 が 南 関 東 に 転 出 超 過 と な っ て い る。 一 方、 軽 井 沢
町 で は 毎 年 200 人 が 南 関 東 か ら 転 入 超 過 と な っ て い る。 長 野 新 幹 線 沿 線 の み に
着 目 す る と、 南 関 東 に 近 い 軽 井 沢 町 は 増 加 し て い る が、 遠 く に な る に し た が っ て
増 加 割 合 は 鈍 化 し、 長 野 市 に 至 っ て は 減 少 に 転 じ て い る。
第 5 章　地域間格差解消の手法
　 以 上 の こ と よ り、 地 方 都 市 活 性 化 の 手 法 と 考 え ら れ て い る 高 速 鉄 道 の 建 設 が、
逆 に ス ト ロ ー 効 果 に よ っ て マ イ ナ ス の 影 響 を 与 え て い る 可 能 性 が あ る こ と が 分
か っ た。 ス ト ロ ー 効 果 を 少 し で も 減 ら す 真 の 地 方 の 活 力 を 生 み 出 す た め に は、 ど
の よ う な 方 策 が 考 え ら れ る だ ろ う か。 本 章 で は 高 速 鉄 道 建 設 後 の 地 域 活 性 化 の た
め の 施 策 を 行 政 ・ 企 業 の 両 面 か ら 論 じ る。
①行政の取り組み
　 国 の 地 方 活 性 化 の た め の 代 表 的 か つ 重 要 な 政 策 に 経 済 特 区 が 挙 げ ら れ る。 経 済
特 区 と は、「一 定 の 地 域 を 指 定 し て、そ の 地 域 に お い て 他 地 域 と は 異 な る 税 制 ( 優
遇 税 制 )、 規 制 ( 規 制 緩 和 ) 等 の 定 め を 設 け て、 地 域 経 済 の 発 展、 ひ い て は 国 民
経 済 の 発 展 に 寄 与 し よ う と す る も の」( 伊 藤 ,  2011:p1) と 定 義 さ れ る。
　2002( 平 成 14) 年 に 構 造 改 革 特 区 と い う 規 制 の 特 例 措 置 を 行 う 規 制 緩 和 特 区 が
設 立 さ れ、2011 年 に 総 合 特 区 が 設 定 さ れ た。 し か し、 計 画 の 策 定 主 体 が 地 方 公
共 団 体 に 限 定 さ れ て い る た め、 民 間 が 持 つ 機 動 性 や 専 門 性 が 十 分 に 引 き 出 さ れ て
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い な い、 利 用 者 や 国 民 一 般 の 声 が 反 映 さ れ に く い、 煩 雑 な 制 度 や 手 続 き が あ る こ
と 等 が 問 題 と な っ た。
　 そ し て 今 日、 地 方 創 生 特 区 が 地 域 活 性 化 を 目 的 に 制 定 さ れ て い る。 今 回 の 制 度
は こ れ ま で と は 違 い、 地 域 の 自 主 性 や 主 体 性 を 尊 重 し、 そ れ ぞ れ の 地 域 の 実 態 に
合 っ た 支 援 を 講 じ る 方 針 が 示 さ れ て い る た め、 期 待 度 が 高 い。
　
②企業の取り組み
　 地 方 の 企 業 は 地 域 活 性 化 の た め に 様 々 な ビ ジ ネ ス に 挑 戦 し、 工 夫 を 凝 ら し て い
る。 そ の 中 の 一 つ で 住 民 重 視 の 施 設 「八 食 セ ン タ ー」 を 紹 介 す る。
　 八 食 セ ン タ ー と は、1980 年 11 月 に オ ー プ ン し た、 青 森 県 八 戸 市 む つ 湊 地 区 の
商 業 者 有 志 を 募 っ た 新 天 地 に 新 し い タ イ プ の 店 舗 集 団 で あ る。 港 町 八 戸 と い う 立
地 （新 幹 線 八 戸 駅 か ら バ ス で 7 駅、 所 要 時 間 10 分） を 活 か し て、 鮮 魚 や 塩 干 珍
味 な ど 新 鮮 で お い し い 水 産 品 を 中 心 に、 青 果 ･ 精 肉 ･ お 菓 子 ･ 一 般 食 品 を 広 く 品
揃 え す る 全 国 的 に も あ ま り 例 を 見 な い 郊 外 型 食 品 市 場 と し て 話 題 と な っ た。
　「八 食 セ ン タ ー で は、 住 民 に 相 手 に さ れ な い よ う な 施 設 で は 観 光 客 相 手 の 商 売
も う ま く い く は ず が な い と 考 え た。 ま た、 住 民 重 視 が ク チ コ ミ 効 果 と な っ て、 結
果 的 に 域 外 か ら の 観 光 客 も 増 え て く る こ と が 期 待 さ れ た。」( 岡 田 , 2013,p97-98)
と 述 べ ら れ て お り、 他 と は 違 っ た 地 域 住 民 を タ ー ゲ ッ ト に し た こ と が 分 か る。 当
初 の 狙 い 通 り、 住 民 を 主 要 な タ ー ゲ ッ ト と す る 姿 勢 は、 圧 倒 的 な 人 気 を 誇 る 施 設
と し て、 八 戸 市 外 へ 評 判 が 広 が っ て い く こ と と な っ た。
　
　 以 上 の こ と か ら、 行 政 が 柔 軟 な 政 策 を 行 う こ と、 企 業 が 地 域 活 性 化 を 意 識 し た
事 業 に 取 り 組 む こ と、 そ し て 企 業 視 点 の ア イ デ ア を 行 政 が 取 り 入 れ る こ と 全 て が
地 域 活 性 化 に と っ て 重 要 で あ る。
　
おわりに
　 本 論 文 で は ス ト ロ ー 効 果 が 実 際 に 存 在 す る の か を 統 計 デ ー タ か ら 検 証 し、 ス ト
ロ ー 効 果 の 実 態 を 示 す こ と を 目 的 と し て い た。 結 論 と し て は、 第 4 章 に よ り、 労
働 力 の 流 出、 企 業 の 流 出、 観 光 客 の 減 少、 人 口 の 流 出 の 4 つ 共 に ス ト ロ ー 効 果 が
表 れ て い る こ と が 実 際 に 示 さ れ た。
　 新 幹 線 が 開 通 す る こ と で 生 じ る ス ト ロ ー 効 果 を 改 善 す る た め に は、 地 方 創 生 の
関 心 が 高 ま る 現 在、 国 の 対 策 も 期 待 し た い。 し か し、 地 域 の 資 源 を 利 用 す る 等 そ
の 地 域 の 強 み を 活 か し て い く こ と で こ そ 特 区 の 強 み が 活 か せ る。 そ こ で、 住 民 重
視 の 企 業 単 位 の 対 策 や 企 業 視 点 の ア イ デ ア が 必 要 で あ り、 そ れ ら を 行 政 が 取 り 入
れ る こ と で 地 方 は よ り 活 性 化 す る。 今 後 の 国 ・ 地 方 自 治 体 ・ 企 業 の 連 携 こ そ が 地
域 活 性 化 を も た ら す だ ろ う。
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